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平成31年　フクタグループ安全大会

４月は、「冬」と「夏」がなわ張りをかけて殴り合

いのけんかをしていた。仲裁に入った「春」はただオ

ロオロするばかり。「冬」が積雪１５ｃｍで存在感を

示せば、「夏」は気温２６度で自己主張する。そのす

き間で「春」は花粉を飛ばし、桜を咲かせ、葉を芽吹

く準備をしなければならない。「春」にとってみれば

悩ましく忙しい平成最後の４月であったことだろう。

平成が終わるとき、気がつけば「フクタニュース」も180号（15年）

となった。１５年前インターネット環境もそこそこ整い、ホームぺー

ジも立ち上げられたのだが、あえて紙にこだわった。細々でもいいか

ら繋がりができればと考えた。その間、世の中は量的にものが、高い

付加価値（質）が求められるようになってきた。

ただし、合言葉は「いいものを安く」である。「安く」なければ、売

り手も買い手も満足できず、「安く」が付いたおかげで、本当に欲し

い品質や性能との乖離が生じてきているのではないか。充足感や幸福

感がものによって満たされるのは、一時であろう。令和の幕が上がり、

本当の充足感を共有できる紙面とすることを「フクタニュース」の使

命とする。そんな大風呂敷を広げてみるのである。

４月２０日に恒例のフクタグループの安全大会を行いました。

４月１７日は創立記念日なので、その意味合いも込めて毎年この時期

に行っています。私の訓話の時間もあり今年は、最近私が傾注してい

る辻秀一先生の「フローマインド」の教えから、「目指せ！ご機嫌カ

ンパニー！」という話をしました。ご機嫌とは、「自分の機嫌を自分

で取る」実は自分の機嫌は自分で決めることができるのです。機嫌良

く生きるも、機嫌悪く生きるも、自分の心もち次第なんですね。機嫌

の良い人には人が集います、機嫌の良い社員が多くいる会社はきっと

商売も、組織のコミュニケーションも良く、素晴らしいパフォーマン

スを発揮できるでしょう。

しかし、逆に機嫌の悪い人が多い会社や組織は・・・想像してみて

ください。例えば長年勤めているうちに増長し「そんなのいちいち聞

かなくてもわかるだろ」など、いつもむっとしている雰囲気の人がい

るとします。そのことで簡単なことも確認できずに、二度手間になっ

たり、事故につながったりすることがあるのではないかと思います。

さらに、お客様にとっては最悪のサービスになります。

一人一人が、その時々の自分の機嫌に注意を払い、悪いようであれ

ば周りに悪い影響を与えていることに気づき、常に自分の機嫌を良く

していく努力を皆で行い、ご機嫌よく最高のパフォーマンスを発揮で

きる会社にしようという考え方です。

その晩、飲み会もあり社員に聞いたら「目指せ！ご機嫌カンパニー

！」の話について大きく共感してくれたようで嬉しく思いました。

私自身もいつもご機嫌で居られることばかりではありませんが、常に

努力し、ご機嫌な気持ちで居られることができたなら、社員も様々な

悩みや相談事など話しやすくなり、会社もご機嫌な雰囲気に変わって

いくと信じております。令和元年からフクタは、「ご機嫌カンパニー

！」を目指してまいります！

～令和元年の抱負！「目指せ！ご機嫌カンパニー！」～

編集後記

～ 平成という時代 ～

お天気雑感

各部署ごとに分かれ事業計画や昨年度

の事業報告をしました。

無事故無災害とみんなの健康を祈願しました。宗主様からは『人は人に尽くすために生ま

れてきた』とお話がありました。会長からは設立当時の貴重なお話をしてくださいました。

お弁当とトン汁が支給されました

皆でワイワイ、美味しかった！

社内安全標語募集決定授賞式

『教えて！伝えて！ヒヤリハット』

フクタ 畑山 繁さん受賞

感謝を謝辞でお話ししました！

昨年6月に入社 泉山裕さん

技術を身につけていきたい

『 ご機嫌カンパニーフクタ 』を宣言！

皆でご機嫌に仕事をして明るい会社に

なりますよ～！

(株)東日本宇佐美営業部熊木次長様

より原油動向についてお話していただきまし

た。ユニークなお話もあり楽しかったです。

御所野縄文博物館館長高田様より縄文

人の生活とこころを探ると題しましてお話し

していただきました！

安全の誓い

20年以上使用し老朽化が進んでいた油圧ショベルPC220

を同じサイズのHB215に更新しました。

HB215は、旋回エネルギーを蓄電し、動力をアシストする

ハイブリッド型油圧ショベルで、当社では2台目の導入と

なります。20％程度の燃費向上が期待でき、二酸化炭素

排出削減にも寄与できます。それにしても、役目を終えてひっそり

と搬出されるPC220を見ると、寂しさを感じます。

ご苦労様でした。

原石運搬を担当していた鳥居健司さんが家庭の事情で４月末をもって

退職となりました。葛巻町からの遠距離通勤も苦にせず、残業もこなし

てくれました。これからも強い意志を持ち頑張ってください。

トランプ大統領が、イランの原油はいらんと言っている。国際海事機

関は船舶燃料を重油から軽油に変える方針のようだ。長期的に見て、価

格が下がる要因を見つけることが難しい。軽油価格が１００円を超える

現状は、砕石業、運送業の体力を奪う。体力がなくなると病気になりや

すい。抜本的な体力づくりをしなければならない。

油圧ショベル更新

燃費コスト

マイナス １ 減

新 コマツ ＨＢ215 ＰＣ220 長い間お疲れさま

冬将軍様健在

今だ！急げ、急げ！

先日、札幌にフェリーで行ってきました。埠頭へ着くとお迎えの人が皆

笑顔で来る人を待っている姿を見て、なんだかこちらまで嬉しくなってき

ました。皆さんもゴールデンウイーク楽しめましたかね・・・（ ＾ω＾）・・・

毎年恒例の安全大会を、４月２０日に開催しました。当日は朝各事業所ごとに安全会

議や事業報告などを行ったあと、 グループ全員集合して本年度の無事故無災害を誓いまし

た。昼食をはさみ、外部からの講演等もあり有意義な一日となりました。今年度も安全を第

一にご機嫌にがんばります！
この大会をいつもと同じように過ごさないで、

しっかりした気持ちで参加するように！

各部ごとに安全の誓いを大きい声で唱和し、

無事故無災害を誓いました。


